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   ＜あらまし＞ 日本の薬剤師には免許更新制度はなく、職能の維持・向上のため、個人の責任のも

と継続的に学習することが求められている。しかし、法的な縛りのない状況下では、学習行動の形骸

化が懸念され、職能の維持・向上を担保した教育・研修プログラムの開発・提供が課題となっている。

本稿ではこうした背景を基に、我が国の状況にあった新たな教育・研修プログラムを開発するために、

海外の事例を調査した結果を報告する。 
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1．背景 

 我が国の薬剤師は、「薬剤師法」「医薬品、医療

機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関す

る法律」（旧薬事法）に則り、日々進歩する医療

水準や社会のニーズに合わせ、薬物治療が有効か

つ安全なものとなるよう、その職能として薬学的

知見に基づきマネジメントする能力を継続的に

維持・向上させること（自己研鑽）が求められて

いる。そのためには、個々人が従事する業務に必

要な知識・スキルと自身の現状のギャップを明確

にし、ギャップを埋める学習のサイクルの繰り返

しを生涯にわたって継続することが重要である。 

 しかし、我が国で実施されている「研修認定薬

剤師制度」は、研修会に参加して決められた時間

聴講したり、講義の動画を延々と視聴する

e-learningの受講であっても単位を取得できる

例もあり、必ずしもすべての研修会・e-learning

の学習の質が担保されているわけではない。 

一方、免許更新制度が採用される先進国を中心

に、「個々の薬剤師が、専門職としての能力・適

正を常に確保するために、生涯を通じて知識、技

術、態度を計画的に維持、発展、拡充するという

責任行為」と定義づけられる「継続的な専門能力

開発（ Continuing Professional Development：

以下、CPD）」１）２）の概念が採用され、定められ

た数のポートフォリオを「CPD」として提出する

ことにより免許更新を認めている国が多い。 

ポートフォリオの作成を通して自己研鑽で得

た知識・スキルの振返りを行い、到達目標と現状

とのギャップの自己査定から次の学習行動に繋

げることが可能となるばかりでなく、学習行動の

形骸化を防ぎ、学習の質を担保しているとも言え

る。また、英国の例ではポートフォリオに対して

上司や同僚からの評価を必要とし、自己評価だけ

でなく客観的評価をも可能としている。３） 

公益社団法人日本薬剤師会でも、英国の CPDを

参考に、生涯学習支援システム（JAPAN 

PHARMACEUTICAL LIFELONG LEARNING SUPPORT 

SYSTEM, 以下 JPALS）４．）を提供し、一定水準以

上のレベル到達者を「JPALS 認定薬剤師」として

認定している。JPALS では学習の指標としてクリ

ニカルラダーに応じた到達目標をプロフェッシ

ョナル・スタンダードとして定め、必要となる能

力を到達度とともに示している。学習形態を問わ

ず学んだ内容は Web上にポートフォリオとして

記録し、プロフェッショナル・スタンダードを関

連付けることで到達目標と到達度を後から確認

できる利便性の高いシステムである。しかし、登

録する薬剤師数は、H28年の調査で 2.8万人（全

薬剤師の約 9%）５）に過ぎず、多くの薬剤師がポ

ートフォリオの提出を伴わない他の認定制度プ

ログラムを受講していると予想でき、学習行動が

形骸化しかねない状況を示唆していると考える。 

そのため、薬剤師の職能の維持・向上を担保す

る教育・研修プログラムの開発・提供は重要な課

題であり、本研究ではその課題を克服する新たな

教育・研修プログラムを開発するために、海外の

事例を調査することとした。 

 

２．方法 

本研究では、働きながら行う生涯学習はその効

果のみならず効率的に行われるべきものと考え、
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免許更新制度の下 CPD として、原則、オンライン

によるポートフォリオ提出を義務付けている欧

米先進国の事例について、e-learning の提供状

況を中心に、論文および Web 上の情報を調査した。 

論文調査は PubMedおよび Google Scholarを用

い、pharmacist、e-learning、web-based、online、

lifelong education、continuing professional 

development(CPD)等のキーワードの組み合わせ

により検索を行った。 

また、事前の論文調査から得られた情報を基に、

対象国をイギリス・アメリカ・カナダ・オースト

ラリアに絞り、薬剤師会および生涯研修の第三者

評価機関の websiteを中心に、CPD の実施方法と

e-learningの提供状況に関する情報を収集した。 

 

３．結果 

CPD利用促進のためのブレンド学習に関する無

作為化介入試験６）では、介入群の方が CPD の概

念を理解し利用することに優位性を示すものの、

その後の学習行動は時間と共に減少した。この結

果は CPD の有用性の理解と継続については無関

係であることが示された研究と言え、継続を促す

ことの難しさを示していた。またオーストラリア

では、実務に即したテーマおよび課題を設定し、

学習意欲の低い学習者が CPD の提出を容易にで

きるよう実務との「関連性」を重視していること

が H29年 3月 9日の神奈川県主催研修にて講師の

Lyn Todd（ACT Human Research Ethics Committee）

より紹介されていた。 

アメリカの薬剤師認定業務の中核を担う第三

者機関となる薬剤師教育認定評議会：

Accreditation Council for Pharmacy Education

（以下、ACPE）は、Bloomの分類学に基づき、

「Knowledge（知識）→Application（応用）→

Practice（実践）」という一連の流れで学習の深

度を深めるプログラムのあり方を示していた７）

８）。 

 また、フロリダ大学のホームページではアメリ

カにおける薬剤師卒後教育のプログラム開発の

Standard といえるモデルを紹介し９）、理想と学習

者の現実との Gapの同定と、Gapを埋める適切な

Activity の選択から、評価・フィードバックの

方法までを段階的に分かり易く示していた。 

 

４．考察 

 そうした情報を基に、特に注力すべき点は、「ギ

ャップの自己査定→計画立案→実行→事後評価

→自己反映」の一連のサイクルを確実に遂行する

ことが出来るよう、薬物治療をマネジメントする

能力に対して不足する知識やスキルをギャップ

として「自己査定」できる仕組みを組込むことに

ある。その上で、自ら不足する知識・スキルを補

おうとする真の学習欲求を満たすため、査定した

ギャップを効率的に埋める学習を提供すること

が必要と考えた。そして、ギャップをより意識さ

せるためには、実務との関連性を重視し、学習者

自身が実務で遭遇する課題、すなわち「症例」を

基にストーリー展開するプログラムが有用であ

ると考えた。 

 

５．まとめと今後の計画 

今回の調査研究の結果を基に、CPD として活用

可能な e-learning プログラムの開発および効果

検証のための実証実験を行う予定である。 
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